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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ポリオレフィン系樹脂とハイドロタルサイト類化合物と一般式

（式中Ｒは炭素数５～２１のアルキル基またはアルケニル基、ｎは１～６を示す。）
で表わされる化合物とフェノール系酸化防止剤およびホスファイト系酸化防止剤を含むこ
とを特徴とする無機充填剤含有ポリオレフィン系樹脂のリサイクル性改善用マスターバッ
チ組成物。
【請求項２】
前記ポリオレフィン系樹脂とハイドロタルサイト類化合物と一般式

で表わされる化合物とフェノール系酸化防止剤およびホスファイト系酸化防止剤の合計１
００重量％に対して、前記ポリオレフィン系樹脂が７０～９７重量％、前記ハイドロタル
サイト類化合物が０．５～５重量％、
前記一般式

で表わされる化合物が１～１０重量％、前記フェノール系酸化防止剤が０．５～５重量％
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、前記ホスファイト系酸化防止剤が１～１０重量％である請求項１記載のマスターバッチ
組成物。
【請求項３】
前記一般式
Ｒ－ＣＯ－ＮＨ－（ＣＨ２）ｎ－ＨＮ－ＣＯ－Ｒ
で表わされる化合物がエチレンビスステアリルアマイドである請求項１または２に記載の
マスターバッチ組成物。
【請求項４】
前記フェノール系酸化防止剤がβ－（４－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔ－ブチルフェニル
）プロピオン酸エステル類および／またはイソシアヌル酸エステル基を持つヒンダードフ
ェノール類である請求項１または２に記載のマスターバッチ組成物。
【請求項５】
前記ホスファイト系酸化防止剤がトリス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホスファイ
トである請求項１または２に記載のマスターバッチ組成物。
【請求項６】
前記ポリオレフィン系樹脂がポリプロピレン樹脂である請求項１または２に記載のマスタ
ーバッチ組成物。
【請求項７】
無機充填剤含有ポリオレフィン系樹脂中の無機充填剤量に対して請求項１～６のいずれか
一項に記載のマスターバッチ組成物を重量比で無機充填剤量：マスターバッチ組成物＝１
：０．０５～０．２で配合して得られるリサイクル性の改善された無機充填剤含有ポリオ
レフィン系樹脂コンパウンド。
【請求項８】
ポリオレフィン系樹脂に無機充填剤を配合して溶融，混練して無機充填剤含有ポリオレフ
ィン系樹脂を得る際、本無機充填剤含有ポリオレフィン系樹脂中の無機充填剤量に対して
請求項１～６のいずれか一項に記載のマスターバッチ組成物を重量比で無機充填剤量：マ
スターバッチ組成物＝１：０．０５～０．２で配合して得られるリサイクル性の改善され
た無機充填剤含有ポリオレフィン系樹脂コンパウンド。
【請求項９】
無機充填剤含有ポリオレフィン系樹脂が繰り返し溶融、押出される際に、本無機充填剤含
有ポリオレフィン系樹脂中の無機充填剤量に対して請求項１～６のいずれか一項に記載の
マスターバッチ組成物を重量比で無機充填剤量：マスターバッチ組成物＝１：０．０５～
０．２で配合して得られるリサイクル性の改善された無機充填剤含有ポリオレフィン系樹
脂コンパウンド。
【請求項１０】
ポリオレフィン系樹脂１００重量部および無機充填剤１～１５０重量部からなる無機充填
剤含有ポリオレフィン系樹脂に前記ハイドロタルサイト類化合物を０．００５～０．５重
量部と、一般式
Ｒ－ＣＯ－ＮＨ－（ＣＨ２）ｎ－ＨＮ－ＣＯ－Ｒ
で表わされる化合物を０．０１～１重量部と、フェノール系酸化防止剤を０．００５～０
．５重量部およびホスファイト系酸化防止剤を０．０１～１重量部とを含有させたことを
特徴とする請求項７～９のいずれか一項に記載のリサイクル性の改善された無機充填剤含
有ポリオレフィン系樹脂コンパウンド。
【請求項１１】
前記ポリオレフィン系樹脂がポリプロピレン樹脂である請求項１０に記載の無機充填剤含
有ポリオレフィン系樹脂コンパウンド。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は無機充填剤含有ポリオレフィン系樹脂をリサイクル使用する際の熱酸化安定性お
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よび臭気、色相安定性が著しく改善されたマスターバッチ組成物およびリサイクル性の改
善されたコンパウンドに関する。
【０００２】
【従来の技術】
ポリオレフィンの剛性、耐衝撃性、寸法安定性、耐熱性等の機械的性質を改良する目的で
無機充填剤を配合する方法が広く採用されている。しかしながら、無機充填剤の配合によ
って熱酸化安定性および、臭気、色相安定性が充填剤未配合のものに比べて著しく低下す
る欠点がある。特にリサイクル使用において熱履歴等によりこの傾向が顕著に現れ、その
改良が切望されていた。
【０００３】
この点から、従来から熱酸化劣化や臭気、変色を改良するために種々の方法が提案（例え
ば、特開昭５２－４９２５４号公報、特開昭５２－８０３４５号公報特開昭５３－７９９
３８号公報、特開昭５６－９０８４４号公報、特許昭５６－１１８４３７号公報、特許昭
５６－１４１３３９号公報）されている。しかしながら、これら公知の方法では充分に改
良されていない。
無機充填剤を配合した系の熱酸化安定性や色相安定性が低下する原因として、熱酸化劣化
を防止するため添加している熱酸化安定剤が無機充填剤によって不活性化されたり、分解
を受けてその効果が充分に発揮されないためと考えられる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
かかる現状において、本発明が解決すべき問題点、すなわち本発明の目的は、無機充填剤
を配合したポリオレフィン系樹脂に特定の熱酸化安定剤と特定の化合物を併せて配合する
ことにより、熱酸化安定性および臭気、色相安定性を改善するマスターバッチ組成物およ
びリサイクル性の改善されたコンパウンドを提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
すなわち、本発明は無機充填剤を含有したポリオレフィン系樹脂にハイドロタルサイト類
化合物と一般式　Ｒ－ＣＯ－ＮＨ－（ＣＨ２）ｎ－ＨＮ－ＣＯ－Ｒ（式中　Ｒは炭素数５
～２１のアルキル基またはアルケニル基、ｎは１～６を示す。）で表わされる化合物とフ
ェノール系酸化防止剤およびホスファイト系酸化防止剤を配合することを特徴とする無機
充填剤含有ポリオレフィン系樹脂をリサイクル使用の際の熱酸化安定性および臭気、色相
安定性を改善するマスターバッチ組成物およびリサイクル性の改善されたコンパウンドで
ある。
本発明における無機充填剤含有ポリオレフィン系樹脂とは無機充填剤を１～６０重量％含
有するポリオレフィン系樹脂である。
【０００６】
本発明のねらいは無機充填剤によるポリオレフィン系樹脂の熱酸化安定性および臭気、色
相安定性の低下を防止あるいは抑制するための方法を鋭意検討した結果、複数種の特定の
化合物を併用配合により上記問題を一挙に解決できることを見いだしたのである。すなわ
ちハイドロタルサイト類化合物と、一般式　Ｒ－ＣＯ－ＮＨ－（ＣＨ２）ｎ－ＨＮ－ＣＯ
－Ｒ　で表わされるビスアマイド化合物と特定のフェノール系酸化防止剤およびホスファ
イト系酸化防止剤との４種の化合物を併用配合させた時初めて顕著に効果を発揮すること
を見いだしたのである。
【０００７】
これら化合物の配合量は無機充填剤含有ポリオレフィン系樹脂１００重量部に対して、ハ
イドロタルサイト類化合物を０．００５～０．５重量部、　一般式　Ｒ－ＣＯ－ＮＨ－（
ＣＨ２）ｎ－ＨＮ－ＣＯ－Ｒ　で表わされる化合物を０．０１～１．０重量部、フェノー
ル系酸化防止剤を０．００５～０．５重量部、ホスファイト系酸化防止剤を０．０１～１
．０重量部　配合した時に効果が顕著に現れる。とりわけ、これら４種類の化合物の配合
比率が、ハイドロタルサイト類化合物：Ｒ－ＣＯ－ＮＨ－（ＣＨ２）ｎ－ＨＮ－ＣＯ－Ｒ
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で表わされる化合物：フェノール系酸化防止剤：ホスファイト系酸化防止剤＝１：２～４
：１～２：２～４の時が併用効果は大になる。
【０００８】
また、一般式　Ｒ－ＣＯ－ＮＨ－（ＣＨ２）ｎ－ＨＮ－ＣＯ－Ｒ　で表わされる化合物の
中では、エチレンビスステアリルアマイドがコストパフォーマンスの点でも最も好ましい
。
フェノール系酸化防止剤の中では、β－（４－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔ－ブチルフェ
ニル）プロピオン酸エステル類および／またはイソシアヌル酸エステル基を持つヒンダー
ドフェノール類が熱酸化安定性付与効果の大きいこと、および変色の小さい点から好まし
い。
【０００９】
ホスファイト系酸化防止剤の中では、トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホスフ
ァイトがそれ自身の耐加水分解性が優れており好ましい。
熱酸化安定性の改良に限れば含硫黄系酸化防止剤の併用が有効であるが、臭気を悪化させ
る問題があり、使用しないほうが好ましい。
さらに、これらの配合技術をマスターバッチ（高濃度）化するメリットは実用上、直接配
合の場合に比べ作業性の改善、簡便性、応用範囲が広い等が挙げられる。
【００１０】
本発明において用いられるポリオレフィンとは、エチレン、プロピレン、ブテン－１、ヘ
キセン－１、４－メチル－ペンテン－１　等のα－オレフィンの単独重合体あるいは２種
以上からなるランダムおよびブロック共重合体であり、ポリエチレン、ポリプロピレン、
ポリブテン－１、ポリイソブテン、ポリ－３－メチル－ブテン－１、ポリ－４－メチル－
ペンテン－１、エチレン－プロピレン共重合体、エチレン－ブテン－１共重合体、プロピ
レン－４－メチル－ペンテン－１共重合体、プロピレン－ブテン－１共重合体、デセン－
１－４－メチル－ペンテン－１共重合体、エチレン－プロピレン－ブテン－１共重合体な
どが例示される。共重合の場合は、α－オレフィンと共に共役ジエンや非共役ジエンのよ
うな多不飽和化合物あるいはアクリル酸、メタクリル酸、酢酸ビニル等を共重合成分とす
るものも含まれる。
【００１１】
これらの重合体は酸変性されたもの、例えば、α，β－不飽和脂肪酸、脂環族カルボン酸
、またはこれらの誘導体でグラフト変性された重合体であってもよい。さらに本発明にお
いては、用途に応じてこれらポリオレフィンに合成ゴムを添加した混合物を用いることが
できる。
本発明において用いることのできる合成ゴムとしては、エチレン－α－オレフィン共重合
体ゴムが好ましい。エチレン－α－オレフィン共重合体ゴムとしては、エチレンとα－オ
レフィン、例えばプロピレン、ブテン－１、ヘキセン－１等の共重合体ゴム、またはエチ
レン－プロピレンの系に第三成分として非共役ジエン類、例えばエチリデンノルボルネン
、シクロペンタジエン等を共重合させた三元共重合体ゴム（以下「ＥＰＤＭ」と略す）等
が挙げられる。これらの中ではエチレン－プロピレン共重合体ゴムまたはＥＰＤＭが好ま
しい。
【００１２】
また本発明において用いることのできる無機充填剤としては、タルク、マイカ、ワラスト
ナイト、炭酸カルシウム、硫酸バリウム、炭酸マグネシウム、クレー、アルミナ、シリカ
、硫酸カルシウム、炭素繊維、ガラス繊維、金属繊維、けい砂、けし石、カーボンブラッ
ク、酸化チタン、水酸化マグネシウム、アスベスト、ゼオライト、モリブデン、珪藻土、
セリサイト、シラス、水酸化カルシウム、亜硫酸カルシウム、硫酸ソーダ、ベントナイト
、黒鉛等が挙げられる。
これらの中で低温耐衝撃性、成形性、塗装性を向上させるものとしては、タルク、マイカ
、ガラス繊維、ワラストナイト等が好ましい。
【００１３】
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本発明において用いるハイドロタルサイト類化合物は天然品、合成品が存在するが、商業
上、品質の安定および大量にかつ安定して入手が容易な合成品が好ましい。
本発明において用いる一般式　Ｒ－ＣＯ－ＮＨ－（ＣＨ２）ｎ－ＨＮ－ＣＯ－Ｒ　で表わ
される化合物の具体例として、メチレンビスステアリルアマイド、エチレンビスステアリ
ルアマイド、ヘキサメチレンビスステアリルアマイド等が挙げられる。とりわけエチレン
ビスステアリルアマイドが好ましい。
【００１４】
また、本発明において用いるフェノール系酸化防止剤としては、テトラキス〔メチレン－
（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕メタン、ステア
リル－β－（４－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔ－ブチルフェニル）プロピオネート、２，
２’－チオ－ジエチレンビス〔３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル
）プロピオネート〕、トリエチレングリコール－ビス－〔３－（３－ｔ－ブチル－５－メ
チル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕、１，６－ヘキサンジオールビス〔３
－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕、１，３，５
－トリス（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、１，
３，５－トリス〔（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオニルオ
キシエチル〕イソシアヌレート、１，３，５－トリス（２，６－ジメチル－３－ヒドロキ
シ－４－ｔ－ブチルベジル）イソシアヌレート　等が挙げられる。
【００１５】
ホスファイト系酸化防止剤の具体例として、ジステアリルペンタエリスリトールジホスフ
ァイト、トリス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホスファイト、ビス（２，４－ジ－
ｔ－ブチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、テトラキス（２，４－ジ－
ｔ－ブチルフェニル）４，４’－ビフェニレンジホスフォナイト、トリノニルフェニルホ
スファイト　等が挙げられる。とりわけトリス（２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホス
ファイトが好ましい。
その他本発明組成物には、その特性を害さない限り、他の添加剤、例えばプロセス油、可
塑剤、潤滑剤、中和剤、酸化防止剤、耐候剤、重金属不活性化剤、滑剤、造核剤、帯電防
止剤、離型剤、顔料、防カビ剤等を添加することができる。
【００１６】
本発明組成物は、一軸押出機、二軸押出機、バンバリーミキサー、ロール、ブラベンダー
、ニーダー等の通常の混練機を用いて加熱溶融状態で混練することによって得られる。
以上本発明の無機充填剤含有ポリオレフィン系樹脂より得られた製品は極めて優れた熱酸
化安定性と臭気が少ない、変色が小さい等の優れた特長を有している。
【００１７】
【実施例】
以下実施例を挙げ、本発明をさらに具体的に説明する。
なお、実施例におけるメルトフローレートおよび熱酸化安定性、臭気、着色の試験方法は
次の通りである。
（１）メルトフローレート（ＭＦＲ）
ＪＩＳ　Ｋ　７２１０（熱可塑性プラスチックの流れ試験方法）に準拠して評価を行った
。
（２）熱酸化安定性
ＪＩＳ　Ｋ　７２１２〔熱可塑性プラスチックの熱老化性試験（オーブン法）通則〕に準
拠して評価を行った。（株）東洋精機製作所製　ギアオーブンを使用し１５０℃で測定し
た。そして試験片（厚み１ｍｍのプレスシート）が完全劣化するまで，言い換えれば抗張
力が零になるまでの時間（ＧＯライフ）を測定した。
【００１８】
（３）着色
Ｙｅｌｌｏｗｎｅｓｓ　Ｉｎｄｅｘ（ＹＩ）をＡＳＴＭ－Ｄ１９２５に準拠して測定を行
った。
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（４）臭気
臭気は２５０ｍｌの広口試薬瓶にペレット１０ｇを入れ、６０℃のオーブン中で３０分間
状態調整後、５人のパネラーにより、下表の通り４段階で臭気の程度を判定した。

【００１９】
【実施例１】
（１）マスターバッチの作成
住友化学工業（株）製　メルトフローレート１５ｇ／１０分のホモポリプロピレン粉末９
ｋｇと、ライオンアクゾ社製　エチレンビスステアリルアマイド（商品名：アーモワック
スＥＢＳ）を４００ｇと、協和化学工業（株）製　合成ハイドロタルサイト（商品名：Ｄ
ＨＴ－４Ａ）を１００ｇと、フェノール系酸化防止剤としてチバ・スペシャリティ・ケミ
カルズ（株）製　イルガノックス１０１０を２００ｇと、ホスファイト系酸化防止剤とし
てチバ・スペシャリティ・ケミカルズ（株）製　イルガホス１６８を３００ｇをタンブラ
ーミキサーに一括投入し、３０分間混合した。次にこの混合物を東芝機械（株）製　二軸
押出機ＴＥＭ３５Ｂ（同方向回転２条タイプ）を使用して押出温度２００℃、スクリュー
回転数３００ｒｐｍ、吐出量２０ｋｇ／ｈｒの条件で溶融押出を行いストランドカット方
式で造粒し、ペレットを得た。
【００２０】
（２）無機充填剤含有コンパウンドの作成
住友化学工業（株）製　メルトフローレート１５ｇ／１０分のホモポリプロピレン粉末８
ｋｇと無機充填剤として林化成（株）製　タルク（商品名：ミクロンホワイト５０００Ｓ
）２ｋｇの混合物に対して、酸化防止剤としてチバ・スペシャリティ・ケミカルズ（株）
製　イルガノックス１０１０を０．２重量部（２０ｇ）、中和剤として淡南化学（株）製
　ステアリン酸カルシウムを０．０５重量部（５ｇ）および前記（１）で作成したマスタ
ーバッチを２重量部（２００ｇ）を加え、タンブラーで３０分間混合の後、この混合物を
東芝機械（株）製　二軸押出機ＴＥＭ３５Ｂ（同方向回転２条タイプ）使用し、押出温度
２８０℃、スクリュー回転数３００ｒｐｍ、吐出量２０ｋｇ／ｈｒの条件で溶融押出を行
い、ストランドカット方式で造粒し、コンパウンド（ペレット）を得た。このようにして
得られたコンパウンドを便宜上、一回通し品と呼ぶ。
【００２１】
このコンパウンドについて、メルトフローレート（２３０℃／２１６０ｇ）およびイエロ
ーネスインデックス（ＹＩ）をスガ試験機（株）製　ＳＭカラーコンピューター　ＳＭ－
６型で測定した。また、熱プレス（２００℃）で厚さ１ｍｍのプレスシートを作成し、熱
酸化安定性評価のため１５０℃　ＧＯライフを測定した。さらにコンパウンド（ペレット
）を使用して臭気を評価した。測定結果を表１に示した。
【００２２】
（３）コンパウンドの繰り返し押出（リサイクル）に伴う諸物性への影響評価　前記（２
）で作成したコンパウンド（一回通し品）を前記（２）と同一条件で２回、３回と繰り返
し押出を行い、得られたペレットについてメルトフローレート、着色、臭気を測定した。
測定結果を表１に示した。
【００２３】
【実施例２】
実施例１の（２）項で無機充填剤含有コンパウンドの作成時に、ホモポリプロピレン粉末
を６ｋｇに、タルクを４ｋｇに変更し、この両者の混合物に酸化防止剤であるイルガノッ
クス１０１０を０．２重量部と実施例１の（１）の項で作成したマスターバッチを４重量
部　配合した以外は実施例１の（２）項と同一方法でコンパウンドを作成した。また、こ
のコンパウンドを使用して実施例１の（３）の項と同一方法で繰り返し押出を行い、これ
らの押出品について同様にメルトフローレート、１５０℃　ＧＯライフ（一回通し品のみ
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）、着色、臭気を評価した。測定結果を表１に示した。
【００２４】
【実施例３】
住友化学工業（株）製　メルトフローレート１５ｇ／１０分のホモポリプロピレン粉末８
ｋｇと無機充填剤として林化成（株）製　タルク（商品名：ミクロンホワイト５０００Ｓ
）２ｋｇの混合物に対して、実施例１の（１）項で作成したマスターバッチを２重量部（
２００ｇ）を加え、タンブラーで３０分間混合の後、実施例１の（２）項と同一方法でコ
ンパウンド（一回通し品と呼ぶ）を作成した。
また、このコンパウンドを使用して実施例１の（３）項と同一方法で繰り返し押出を行い
、これらの押出品について同様にメルトフローレート、１５０℃　ＧＯライフ（一回通し
品のみ）、着色、臭気を評価した。測定結果を表１に示した。
【００２５】
【比較例１】
実施例１の（２）項で無機充填剤含有コンパウンドの作成時に、実施例１の（１）項で作
成したマスターバッチを配合しない以外は、実施例１の（２）項と同一方法でコンパウン
ドを作成した。また、このコンパウンドを使用して実施例１の（３）の項と同一方法で繰
り返し押出を行い、これらの押出品について同様にメルトフローレート、１５０℃　ＧＯ
ライフ（一回通し品のみ）、着色、臭気を評価した。測定結果を表１に示した。
【００２６】
【比較例２】
実施例１の（２）項で無機充填剤含有コンパウンドの作成時に、実施例１の（１）項で作
成したマスターバッチを配合しない代わりに、酸化防止剤として添加しているイルガノッ
クス１０１０の配合量を０．４重量部に増量変更した以外は、実施例１の（２）項と同一
方法でコンパウンドを作成した。また、このコンパウンドを使用して実施例１の（３）の
項と同一方法で繰り返し押出を行い、これらの押出品について同様にメルトフローレート
、１５０℃　ＧＯライフ（一回通し品のみ）、着色、臭気を評価した。測定結果を表１に
示した。
【００２７】
【比較例３】
実施例２で無機充填剤含有コンパウンドを作成時に、実施例１の（１）項で作成したマス
ターバッチを配合しない以外は、実施例１の（２）項と同一方法でコンパウンドを作成し
た。また、このコンパウンドを使用して実施例１の（３）の項と同一方法で繰り返し押出
を行い、これらの押出品について同様にメルトフローレート、１５０℃　ＧＯライフ（一
回通し品のみ）、着色、臭気を評価した。
測定結果を表１に示した。
【００２８】
【表１－１】

【表１－２】
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【００２９】
【実施例４】
実施例１の（２）項で無機充填剤含有コンパウンドを作成時に、無機充填剤をタルクの代
わりに備北粉化工業（株）製　炭酸カルシウム（商品名：ソフトン１８００）を使用した
以外は、実施例１の（２）項と同一方法でコンパウンドを作成した。また、このコンパウ
ンドを使用して実施例１の（３）の項と同一方法で繰り返し押出を行い、これらの押出品
について同様にメルトフローレート、１５０℃　ＧＯライフ（一回通し品のみ）、着色、
臭気を評価した。測定結果を表２に示した。
【００３０】
【比較例４】
実施例３の炭酸カルシウム含有コンパウンドを作成時に、実施例１の（１）項で作成した
マスターバッチを配合しない以外は、実施例１の（２）項と同一方法でコンパウンドを作
成した。また、このコンパウンドを使用して実施例１の（３）の項と同一方法で繰り返し
押出を行い、これらの押出品について同様にメルトフローレート、１５０℃　ＧＯライフ
（一回通し品のみ）、着色、臭気を評価した。測定結果を表２に示した。
【００３１】
【表２－１】

【表２－２】

【００３２】
【実施例５】
住友化学工業（株）製　メルトフローレート７ｇ／１０分の低密度ポリエチレン（商品名
：スミカセンＬ７０５）８ｋｇと無機充填剤として林化成（株）製　タルク（商品名：ミ
クロンホワイト５０００Ｓ）２ｋｇの混合物に対して、酸化防止剤としてチバ・スペシャ
リティ・ケミカルズ（株）製　イルガノックス１０１０とを０．０５重量部とチバ・スペ
シャリティ・ケミカルズ（株）製　イルガホス１６８を０．１重量部、およびライオンア
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重量部と協和化学工業（株）製　合成ハイドロタルサイト（商品名：ＤＨＴ－４Ａ）を０
．０５重量部添加したものをタンブラーで３０分間混合の後、この混合物を東芝機械（株
）製　二軸押出機ＴＥＭ３５Ｂ（同方向回転２条タイプ）使用し、押出温度２００℃、ス
クリュー回転数３００ｒｐｍ、吐出量２０ｋｇ／ｈｒの条件で溶融押出を行い、ストラン
ドカット方式で造粒し、コンパウンド（ペレット）を得た。このようにして得られたコン
パウンドを便宜上、一回通し品と呼ぶ。
【００３３】
このコンパウンドについて、メルトフローレート（１９０℃／２１６０ｇ）およびイエロ
ーネスインデックス（ＹＩ）をスガ試験機（株）製　ＳＭカラーコンピューター　ＳＭ－
６型で測定した。さらにコンパウンド（ペレット）を使用して臭気を評価した。
次に前記一回通し品について、二軸押出機で前記と同じ条件で２回、３回と繰り返し押出
を行い、得られたペレットについてメルトフローレート、着色、臭気を測定した。測定結
果を表３に示した。
【００３４】
【比較例５】
住友化学工業（株）製　メルトフローレート７ｇ／１０分の低密度ポリエチレン（商品名
：スミカセンＬ７０５）８ｋｇと無機充填剤として林化成（株）製　タルク（商品名：ミ
クロンホワイト５０００Ｓ）２ｋｇの混合物に対して、酸化防止剤としてチバ・スペシャ
リティ・ケミカルズ（株）製　イルガノックス１０１０を０．２重量部添加したものをタ
ンブラーで３０分間混合の後、実施例４と同様に二軸押出機で溶融混練し、以降も同一方
法で処理し、コンパウンド（ペレット）を得た。このコンパウンドについて、メルトフロ
ーレート、着色、臭気を評価した。測定結果を表３に示した。
【００３５】
【表３－１】

【表３－２】

【００３６】
【発明の効果】
本発明によれば、無機充填剤を配合したポリオレフィン系樹脂をリサイクル使用する場合
に、熱酸化安定性および臭気、色相安定性が良好であるマスターバッチ組成物およびコン
パウンドを提供することができる。
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